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leve1 Resonant Acc． Damping Resonant Acc． Damping
frequency 「esponse constant frequency response constant
0 10．43（Hz） 77．30 0．74％ 10．43（Hz） 76．47 0．67％
1D 10．36 76．26 0．92 10．32 87．99 0．66
2D 9．36 88．67 0．98 9．33 128．23 0．60
3D 7．39 83．71 1．05 7．39 174．42 0．48
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この結果，流体が微動の状態であっても静止中と同じ
結果が得られた。しかし，Fig．8に示すように流体
の表面に造波の乱れが生じている場合には，見掛けの
減衰定数は大きくなる。したがって，自由表面におい
て造波に乱れがある場合には，造波抵抗によるエネル
ギー散逸を考慮しなければならない。
　5．まとめ
　本研究は流体中の構造物の振動実験を行い，実験結
果を解析結果と比較したものである。得られた結果を
まとめると，
（1）流体中の構造物の固有振動数は，水没体積が増加す
るに伴って減少する。動水圧を波動方程式から求めた
固有振動数は実験値とよく一致する。
（2）流体中の構造物の減衰力は，・空気中のそれよりも大
きくなる。この傾向は水没体積の増加に伴って増大す
る。一方，理論解析より得られた見掛けの減衰定数は
水没体積の増加に伴って減少する。すなわち，流体に
よる減衰項を考慮しなければ，応答を推定することが
できない。
（3）運動方程式に速度の自乗に比例する抗力を考慮した
ところその抗力係数は，一様流体中の値よりも大きい。
また，この値は一定ではなくレイノルズ数および構造
物の速度によって変化する。
（4｝流体による減衰効果は，かかる微小振動においては
振動への依存性は微小であり速度に比例した減衰力が
卓越する。
（5）自由表面における造波の乱れは，構造物の減衰効果
を増大させる。したがって，造波の乱れを生じる振幅
では，造波抵抗によるエネルギー散逸をも考慮する必
要がある。
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